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ESRは日本でデータセンター開発を進める（2023年に稼働させる大阪市のデータセンター=完成イメージ）
香港系の物流不動産大手ESR（東京・港）は東京都東久留米市にデータセンターを開発し、2025年9月までに稼働させる。日本では大阪市に続いて2拠点目。サーバーなどに供給できる最大電力は20メガワットを見込む。

約2万平方メートルの開発用地を取得した。取得費は非公表。クラウドサービス大手などの企業や行政機関などの利用を想定する。

ESRは23年に同社初のデータセンターを大阪市に稼働させる計画。すでに香港やシドニー、ムンバイなど世界6拠点でデータセンター開発を進めており、東久留米市が7拠点目となる。計画ベースの総供給電力は280メガワット。将来的に1200メガワット以上に増やすため、22年度内に開発ファンドの設立も予定する。

新型コロナウイルス下で人工知能（AI）やビッグデータなどを活用したクラウドサービスが急速に普及している。日本国内のデータセンターサービス市場の20～25年の年平均成長率は12.5%との民間予測がある。




